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Sakaé Fuchino
今回から３回の授業で，一次方程式 (linear equations) の連立方程式  (system of equations) の解法について考察します．

一次方程式は


という形をした式のことです．ここで，
　　　　は具体的に与えられた数で　　　　　　　　は，不定定数 (ふていじょうすう，unknowns) または不定変数 (unknown variables) とよばれる記号です．
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Sakaé Fuchino
　　　は，　　　　　　　に代入すると　　　が等式として成立するような，ここで考えている  (自然数，有理数，実数などの) 範囲の数の組を求めよ，という要請　(challenge) と解釈します．

連立方程式は，複数 (または単数) の式の集まりで，これらの式の不定変数　　　　　　　　に代入すると，この集まりの中のすべての式が等式として同時に成立するような数の組を求めよ，という　challenge です ( 英語の "challenge" は日本語の「チャレンジ」とは意味が異なることに注意してください)
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Sakaé Fuchino
これは，一見，今まで考察してきたことと全く関連がなさそうに思われるかもしれませんが，実は今までの話と密接に関連しています．

どのように関連するかは，このファイルの5ページ目と6ページ目で説明されています．
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Sakaé Fuchino
アラビア数字の七
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coefficient matrix
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階段形 echelon form

Sakaé Fuchino
ガウスの消去法 (Gaussian elimination)

Sakaé Fuchino
Carl Friedrich Gauss 
(1777–1855)

Sakaé Fuchino
augmented coefficient matrix
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elementary transformations

k(LT w’t\ ¥,
'7;:"' l—..m"fa

—HR(GBATAD, 27 AT T AN
ow-switching transformaﬁli?s
_ kT 0 B AT R EAR %

P iﬂl:/:'f ‘;gﬁ:ﬂ;‘?ﬁi’ff g
aHhn eaRiy
pa v n HAE T AURMN O BT
FREBIRCEAR Y 533 iy
C] WP O\ %1‘\:'{%

SELF, 030 0 - (3Ematd)

B

X*55 03 07§

\ ]
e | Qred g
4

e
% A

oot yox =D


Sakaé Fuchino
elementary transformations
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Row-switching transformations

Sakaé Fuchino
Row-multiplying transformations

Sakaé Fuchino
Row-addition transformations
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